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1.投 稿資格

投稿者は下記の者 とす る。

(1)京 都大学に所属する教職員。

(2)上 記以外の者 で 「森林研究」編集委員会(以 下 「編集委員会」 という。)が 認めた者。

2.投 稿原稿の種類

(1)投 稿原稿は,和 文または英文 とし,未 発表の ものに限る。

(2)投 稿原稿の種類 は次の とお りとす る。

1)論 文:森 林科学に関する理論的または実証的な研究 ・技術の成果であって,独 創性があ り,論 文 として

完結 した体裁 を整 えているもの。

2)短 報:森 林科学に関する研究 ・技術の成果であって,予 報的または速報的な内容の論文に準ずる報告。

3)総 説:森 林科学に関する研究 ・技術動向についての評論,検 討,解 説であって,研 究の向上 ・促進 に資

すると認め られるもの。

3.原 稿の長 さ ・体裁

原稿の長 さは,表,図 および写真等すべてを含 む刷 り上が りが,原 則 として論文,総 説 については10ペ ージ以内,

短報は4ペ ージ以内とす る。ただし,編 集委員会が認めた場合 は上記ページ数を超過す ることがで きる。

なお,刷 り上が り1ペ ージは和文で約2600字,英 文で約5200字 に相当する。

4.原 稿の提出

(1)原 稿は執筆要領に従って作成 し,図,表,写 真 を含む全文のコピー3部 と投稿連絡表 を 「森林研究」編集

委員会事務局 に提出す る。

(2)原 稿の受理 日は,編 集委員会が掲載 を決定 した日とする。

(3)原 稿受理通知後は,編 集委員会の指示に従い,最 終原稿本文(図,表,写 真の題名 と説明文を含む)と そ

のフロッピーデ ィスク(MS-DOSフ ォーマ ッ トされたテキス トファイル)を 提出す ること。

(4)最 終原稿の締切 日は編集委員会の指定 した日とする。

5.投 稿原稿の校閲と採否

投稿原稿の校閲は編集委員会で委嘱 した学内外の校 閲者2名 が行い,校 閲結果に基づいて編集委員会が原稿

の採否 を決定する。

6.校 正

著者校正 は2校 まで とし,文 章,文 字等の誤植の訂正 にとどめ,加 筆,図 表などの内容の変更は原則 として

認めない。

7.原 稿の返却

原稿は著者に返却 しない。ただ し,投 稿時に申し出があれば印刷終了後,原 本 と原図表,写 真 を返却す る。

8.印 刷に関 する著者の経費負担

印刷経費(別 刷 り50部 を含 む)は 無料 とす るが,カ ラー印刷,超 過ページお よび50部 を超える別刷 りの実費

は著者の負担 とす る。

ただ し,印 刷経費が予算 を超過 した場合 は,投 稿原稿のペー ジ数 に応 じて著者負担 とする場合がある。

9.そ の他

原稿の送付,そ の他編集についての問い合 わせ先は下記の とお りである。
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